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農業・食品産業技術総合研究機構は、国の研究機関
（国立研究開発法人）で、農業と食品産業の発展の
ため基礎から応用まで幅広い分野で研究開発を行っ
ています。

農研機構って何なの？
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●土づくり

・堆肥(有機物)の施用や
緑肥作物の導入などに
より、土壌の物理性、
化学性および生物性を
改善し、生産力を高め
ること

農作物が生育しやすいよう
土壌環境を整えること

●輪作が基本

・輪作年数は４年程度が目安

・輪作体系に緑肥作物の導入を検討
地力の向上、窒素供給(マメ科緑肥)、
線虫抑制、透水性の改善などに効果が
ある

輪作年数＝同じ作物を栽培しない年数

農水省生産局「農地土壌をめぐる事情」より抜粋

有機農業の基本は輪作と土づくり
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土づくり？どうする？
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●田や畑の土の種類や状態は多種多様

⇔ 圃場ごとに土づくりの方法は違う！

土づくり(地力の向上)は「長い目でみる」ことが必要

まずは「土壌診断」をしましょう！



●土壌診断は数年に１回程度実施する

●圃場が大きい場合は5～10アールに分けて土壌を採取する

土壌診断 ～己の圃場を知る～
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土づくりの手段

●深耕(プラウ耕)

堆肥
家畜ふん由来(牛ふん堆肥、豚ふん堆肥、鶏ふん堆肥など)

植物由来(腐葉土、稲わら・米ぬか堆肥など)

資材 油かす(菜種、大豆等)、魚かす、メタン発酵消化液など

●緑肥の利用

透水性の向上、作土層や有効土層の拡大(作物の根の張りが
良くなる）などが期待できる

イネ科緑肥

マメ科緑肥

土壌の物理性などを改良

土壌の窒素肥沃度を向上

ソルガム、ライムギなど

レンゲ、ヘアリーベッチなど
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●有機質資材の施用

ロータリ耕では深さ15cmまでしか耕うんできない



有機質資材や緑肥の特長

●「長い目でみた土づくり」とは土の中の炭素を増やすこと
土の中の炭素を増やすことで、団粒構造の発達、土壌動物・微生物の
生息の場の拡大などにつながる

分解され
やすい

分解され
にくい

鶏ふん堆肥

豚ふん堆肥

牛ふん堆肥

緑 肥
生育が進むと分解されにくくなる

バイオ炭

稲わら

魚かす

油かす

次作の肥料成分
として利用

土づくり
として利用

炭素貯留
（温暖化防止）
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緑肥や家畜ふん堆肥に含まれる窒素、リン酸、カリ濃度(％)の一例

●緑肥は窒素・カリ（マメ科）、カリ（イネ科）が高い傾向

●家畜ふん堆肥：リン酸が高い傾向

緑肥と家畜ふん
堆肥を組み合わ
せることで養分
バランスが良く
なりますね

供給される養分の特徴 ～緑肥と堆肥との比較～
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有機質資材や緑肥は特徴や施用法等を理解した上で使用することが重要

鶏糞由来の資材の活用

●鶏糞由来の堆肥や資材は、易分解性の窒素やリン酸等の含有
率が高いため、有機栽培でも使用されている

●播種(移植)の1週間くらい前に施用し土壌と混和する

●鶏糞由来資材の連用や多投入は、
土壌のpH上昇による生理障害を
引き起こすことがある(マンガン、
ホウ素、亜鉛の欠乏症など)

施肥が早すぎるとＮが溶脱する

直前の施用は「肥料やけ」する場合がある

有機栽培では土壌のpHを
下げることは困難です
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有機質資材の分解（窒素無機化）

家畜ふん堆肥 緑肥、油かす

①気象条件(気温、降水量など)

作物残さ

●土づくりや化学肥料の施用量削減のためにさまざまな有機質
資材が利用されている

②土壌条件(地温、土壌水分、
土壌の種類、生物性など)

③有機質資材の種類 など

施用

分解・無機化

作物に
利用

有機質資材の土壌中での分解
には多くの要因が関与

硝酸態N
アンモニア態N

有機物に含まれる
窒素が作物に利用
されるまでの流れ

９



●有機質資材を施用した場合の肥効の見積もりが難しい

様々な資材、土壌、温度などを設定した土壌培養試験を行い、
窒素の無機化データを収集・解析してモデル化

いつ、どれくらい有機物を
施用したらいいんだろう？

ADSON

土壌温度

土壌水分

有機質資材
窒素無機化
予測モデル

窒素肥効
（窒素無機化量）

「有機質資材の肥効見える化アプリ」として公開

データの収集と活用

約3,500点

有機質資材の肥効見える化

有機質資材の分解
しやすさの指標

論文等で科学的な
エビデンスを提示
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パラメータ



「有機質資材の肥効見える化アプリ」の特長
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●農研機構のホームページから無料で利用可能

11

リン酸およびカリの供給予測量も表示

●資材の種類や施用時期等を入力するだけで窒素供給量を予測

「肥効見える化アプリ」の入力画面 予測結果の表示画面

「畑版」に加えて本年度から「水田版」をリリース

農研機構

日本土壌イン
ベントリーの
サイト



●アプリの供給量予測に基づき、有機質資材などの施用量を
決定する目安として活用できる

「肥効見える化アプリ」の実証試験

実証
試験
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「肥効見える化アプリ」を活用した
水稲の有機栽培試験の収量比較

全国６か所(９圃場)の有機
水稲の生産者圃場において
栽培試験を実施

※対照区は生産者がこれまで
行っていた方法(量)で有機
質資材を施用した圃場

※本試験は、戦略的スマ農（SA2-106R）の予算で実施した

対照区の収量が少ない
圃場ほど増収する傾向

アプリを利用した実証区では

５圃場で増収



前もって資材の含水率やADSON値
等を測定しておけば、アプリ上で
パラメータが変更可能

②複数の材料が混合している資材については予測精度
が下がる場合がある

注意点
①施設(ハウス)内の土壌には適用できない

→ 精度が向上

「肥効見える化アプリ」の使用上の注意

例えば、牛ふん堆肥では副資材として
木くずやもみがらを混合したものは、
混合していないものよりもADSON値が
低くなる(より分解されにくい)場合が
ある

是非使ってみて
ください！
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土壌浸食防止 土壌物理性改善

雨や風などによる土壌表層の亡失抑制

天敵の保持・増殖（バンカープラント）

忌避作用（コンパニオンプラント）

微生物・小動物相などの多様化

リビングマルチ栽培

アレロパシー効果

グラウンドカバープランツ

線虫対抗植物

炭素貯留機能

生物性の改善？

透水性の改善

窒素やカリの溶脱防止

過剰な養分の吸収
（クリーニングクロップ）

減肥効果

畦畔等の管理の軽労化

病害虫防除 生物相の保持
養分の流出防止等

有機物の供給

畦畔や法面管理 景観の改善雑草防除

緑肥

●カバークロップは減農薬や減肥につながる多くの機能を持つ

カバークロップ(緑肥)が持つ機能
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緑肥導入のポイント

①目的(期待する効果)に適した草種(品種)を選ぶ

②適期に播種し、適期に刈り取る(すき込む)

・遅まきは発芽不良や生育量の減少
につながる
播種適期の間で早めの播種を心がける

（例）センチュウ抑制 → センチュウの種類を特定しておく
雑草抑制 → 雑草の発生が多い場合は、初期生育が早い

緑肥を選ぶ or 播種量を増やす

・水はけの良い圃場を選択する
特に水田では注意

・播種量を守る

・播種後は浅めに覆土→鎮圧が理想的
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③緑肥をすき込んでから３～４週間後に作物(野菜)を植える

・すきこみ時期の目安は、イネ科草種は出穂期頃、その他
の草種は開花期頃

ヘアリーベッチすき込み後の日数と温度が

スイートコーンの出芽率に及ぼす影響(山梨県)

低温期は緑肥の分解
が遅れるため注意が
必要

すき込んだ後すぐに
作物を植えると発芽
障害が起こる

緑肥作物導入のポイント（つづき）
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17本資料の無断転載はご遠慮ください

＜本資料に関する問い合わせ先＞

農研機構 みどり戦略・スマート農業推進室 三浦重典
E-mail : miura.shigenori628@naro.go.jp 電話：096-242-7744

まとめ

●有機農業の基本は輪作と土づくり

●「肥効見える化アプリ」を活用して有機質資材
の肥効を予測し施用量などを決める

●緑肥は目的に合った草種を選び適期に播種する

圃場の排水対策や覆土・鎮圧も重要

アプリに対する
意見や要望など
も連絡してくだ
さいね！

農研機構でこれまで実施してきた有機農業に関する研究成果や
データの詳細は、農研機構HPの「有機農業に関する研究・技術
開発の情報サイト」をご覧ください


